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IMV及び陪Vは人工呼吸からのウイニング時に広く使
用されている m しかし、呼吸筋エネルギー消費の立場

から詳しく検討した報告は少ない我々は、この二者

の換気法によるウイニングにおいて、呼t及筋エネルギ

ー消費の菌からどちらが有利か比較検討した。

<対象及r.f方法〉
上腹部手術及び食道癌手術癒例で術後、当Iαlにて

人工呼吸管理の目的で当I切に入室し、人工呼吸から

のウイニングに成功した15例を対象とした。人工呼吸

からのウイニングをIMV群と陀V群の二群に介けた"

IMV群では調筒呼吸から向発呼llAまでを4r愛隣に分け、

調伊平吸時の呼吸数を減少させたョ同V群では調柳平

吸時の最高気道内圧巻目安に陀Vのサポートレベル号

訴を僻に分け内 dニングき行い一それぞれい7イニング

段階を検気補助1問虫75't明主きち官ot:とした『各内イ
ニングの段階を持聞のイ ンターパルとし、 冬ウイニ

ングの段階の荷数乃加分間測定を行った。

人工呼吸器が，懇者に行った仕事量(WVffit)、患者呼唄

仕事量(附p=脚手吸仕事量削。+蹄聞及什事量削ぞ

"，)、人工呼吸器カ犠着されているために生じる負師手

吸仕事量(W伺 ip)、3uto-P田P(P腔 1)酸素消普賢(V02)、

Po 1、Pr，償問JreTime pr吋町t(何1')である ，

<結果>

両者のWv仔rti湘気補助問桝以外は有意義なく 、同

じウイニングレベルではほぼ同じ仕事量が人工呼吸器

に上り患者になされでいた内1M¥'ではウイニング初期

{換気補!l1f75%)からwa3pが句、憎したが、陪Vではサポー

トレベルに応l二てWOOF'が増加した。IMVではウイニン

ゲ初期より附R仰が印珂都概略と同じf時で増加

した‘

円VどH:事費してIMVではウイニング中WQBp，VO~. 門Pが

有意に斉領空?示した _WOBpの増加:;tVKll，ーの嬬加に上る

ものであった町Pc， ・は両者閉に有意差を諌めウかつで，

IMVでは陪Vと比較してWequiP. PEEP，が高債を示した，
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両者のWVffitl撒気補助切燐以外は有芳援なく 、同

じウイニングレベルではほぼ同じ仕事量が人工呼吸器

により ，~、者にな‘されていると考えられた 、 ま 7たと 、 人T

呼吸器によη磨愈、者になきれている仕事1量量はウイニング

に上 η段脚q忙Lにご減少lし〆てれ鴻と量芳fえEらラれf於ゴ しカか通し、
1附同VでIはま、ウノニング初期の段階でW偲仰が僧拘仁、 自

発呼鴫時とほぼ同じ『揖巨運動が開始されてしまうこと

が示峻された また 、IMVでは補殴暢気汚Zで自発呼吸

時のWOOP050't; 補附暢気5m'('宵発呼吸時のW明?の7

0%が行わておりIMVによるウイニングは呼日崩事エネル

ギー消費を段蜘守に朝日させるものではないと考えら

れたー一方PSVによるウイニングでは、補殴頼気7味で
は附pが自発呼吸時の25宮、補民脚気回択もは鵬pが自

発呼吸時の問とサポートレベルに応じて段脚旬に増

加すると考えられた。IMVと隠Vにおける比較では、1

MVの概】Bpは同じウイニング段階のPSVにおける附Bpと
比較して有意に噌加していたが、これは自発呼吸時の

トリガーの遅れや供給フロー不足、at市:rPEEP.発生な

ど人工呼吸と自発呼吸の非協調性に原因があるためと

考えられた e隠Vによるウイニングは、IMVによるウイ

ニングと比較して呼吸筋エネルギー消費の商で有利と

考えられた勺


